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く中を、夕刻ようや くイース ト・コーカーに着 く。萱葺きの農家の点在する小
さな村である。すでに門が閉ざされていたチャーチを横に見て今夜の宿に向う。
トマス ・グレイの 「墓辺哀歌」そのままに、ねぐらに向う牛たちを斜めに照ら




〈わが始 まりの中にわが終わりあ り〉〈わが終 わりの中にわが始 まりあ り〉
詩篇 「イースト・コーカー」の最初の行 と最後の行 を具現 したチャペルの外に
出る。大 きなイチイの木がチャペルを覆うばか りに繁 り、一面に広がる墓石の
半ばはケル ト十字である。ほ とん どの墓碑銘は薄れて読むことができない。
「故郷は出発の場所」 といいつつ、詩人は 「古い墓石の生涯」つまり今はこの
地に眠る昔の人の生 き方に自分 を合わせ る人生をこれからの己に課そうとする。
17世紀の動乱を生 き抜 き今 は敵味方なくこの地に眠る人々に思いを致 しつつ、
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エ リオッ トは20年後 にこの地 に埋葬 され た。願 い通 り始 まりと終 わ りを全 う
した人生 であった。
エ リオ ッ トのひそみに倣 うべ くもないが、今、私 にも始 まりと終わ りへ の思
いがあ る。神戸に生 まれ中高生時代 をここで送った私が、初めて学びの道へ の
心躍 る志 を もったのは京都 においてであった。哲学、東洋史学、西洋古,典、言
語学その他の碩学の講義 に、学問の魅力が 階しみな く分か ち与 えられ るようで
あった。空 き時間には高校時代の 旧師の研究室 を訪 ねて海洋科学や地球物理 の
話 を伺 った りもした。ぼろピアノに群が る仲 間たち と現代音楽 を論 じた。卒論
をきつかけに、 あるテーマにつ いて研究 し書 くことに無上の喜 びを感 じた。再
び京都 に通 うよ うになったのは、二、三 の大学勤め を経 た後である。 旧師先輩
のお導 きのおか げで今 日の私が在 る。志 の始めの土地 で終わ りの十余年 を全 う
し得 たことは感謝 に耐 えない。
佛教 大学 では、博士課程創設時 に勤務 を許 されて以来、大学院 ・学部 ・通信
制 の多 くの学生 さんたちと楽 しく学ぶ ことが で きた。激 しい英語教育 の変革の
嵐の中で、広 い意 味での 「ことば」 と 「文」 を大事にする最後の…拠点のよ うに
感 じた。先輩の先生方の寛容 と学生 たちの真摯 の賜物である。終わ りの場 での
心豊か なつなが りは終生続 くか も知れ ない、 と片思いなが ら考 えてい る。 また










終 わ りの地 を光輝 あるものに して くだ さった佛教大学 と関係の皆様 に心か らお
礼 申 し上 げ る。
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